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胃がん検診（バリウム）を実施します
【日時・会場】

【対象者】
　40歳以上のかた　

※胃部エックス線（バリウム）検診（集団）または
胃がんリスク（ＡＢＣ）検診（個別に医療機関で
実施）のいずれかの受診となります。

【予約受付】
７月20日㈪～８月14日㈮　※土日を除く
午前８時30分～午後５時15分
電話または保健センター窓口にて受付

【持ち物】
　 胃 X 線検診（バリウム）受診券（５月に発送済）

【その他】　
・マスクの着用をお願いします。
・ 受診当日、来所前に体温を測定していただき、

37.5℃以上の発熱や風邪症状のある場合は、
受診をご遠慮ください。

問合せ＝保健センター　健康増進係　☎76-2855

実施日 受付時間 定員 会場

９月９日㈬
午前 ８ 時～ ９ 時

各時間帯それぞれ
15名（先着順）

保健センター
午前 ９ 時～10 時

９月10日㈭
午前 ８ 時～ ９ 時
午前 ９ 時～10 時

排水設備 に 異物 を 流 さないで‼
公共下水・集落排水を利用している皆さまへ ＳＴＯＰ

異物混入！

　公共下水・集落排水には、汚水を集めてポンプで送るためのマンホールが道路内に設置してありますが、
数か月前から、布やゴム製の異物が流入して中継ポンプが詰まり、停止してしまう事故が相次いで発生し
ています。
　万一ポンプが停止し故障してしまうと、マンホールから汚水があふれ出たり、接続しているお宅の排水
口に汚水が逆流してしまう恐れがあります。
　汚水処理施設を末永く使っていただくためにも、排水設備に次の物は流さないでください。

【排水設備に流してはいけないもの】
◎布　◎ゴム製品　◎生理用品　◎下着　◎キッチンペーパー　など水に溶けないもの

問合せ＝建設水道課　上下水道係　☎76-1116

農薬の適正使用について
　近年、農薬に関する事故やトラブルが増加しています。農薬を使用する場合は、周囲の安全、環境に十
分配慮し、使用前には必ずラベルの記載事項を遵守し適正に使用しましょう。

問合せ＝農林商工課　産業振興係　☎76-5133

７月15日㈬～24日(金・祝)は 夏の交通事故防止運動期間です！
　美里町では交通事故が多発しています。
　交通ルールを守り、皆さんで交通事故ゼロを目指しましょう！

・車間距離を十分にとり、思いやりのある運転を目指しましょう。

・70歳以上の運転者は、高齢者マークを使用しましょう。

・夕暮れ時や夜間の外出は、できるだけ控えましょう。

問合せ＝建設水道課　開発環境係　☎76-5134

１等５億円×21本　前後賞各１億円×42本（発売総額630億円・21ユニットの場合）

７月14日（火）～８月14日（金）
８月21日（金）抽せん日

発売期間

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

１等1,000万円×80本
　（発売総額240億円・8ユニットの場合）

◎近隣に住宅や学校、通学路がある場合には散布
の時間帯を選んでください。また、飛散しない
農薬を選ぶ、風のないときに散布するなど配慮
してください。

◎使用した農薬の空き容器などは農地に放置せず、
適切に廃棄してください。

　49歳の時に町長に就任し、12年が経過しま
した。
　一期目は山積する課題にどう向き合って解
決するかで夢中でした。人口や財政状況から、
将来の美里町の姿をどうすべきか、どう生き
残るかも含め、望ましい姿を想像し、そこへ
向かって政策を決めてきました。
　作ったものはいつか老朽化し、更新時期を
迎えます。建物、道路、水道、下水、農業用
パイプライン、河川や水路など昭和40～50年
代に作ったものが老朽化しています。人口は
徐々に減少し、少子化と超高齢化、税収減と
医療介護費用の増大が見込まれ、このままで
は将来、財政が持たないという強い危機感を
ずっと抱いてきました。住民の皆様には、で
きるだけ迷惑がかからないよう、支出を減らし、
収入を増やし、地域で経済が回る施策を進め、
子育て世代や高齢の方々が住みやすい町にな
るよう努力してきました。
　お陰様で小中学校などの公共建物の耐震化
やスマートIC・産業団地の整備ができ、省イ
ンフラ化にも着手し、さらに、町の生き残り

をかけた施策も徐々に具体化しています。
　コロナ禍は、我々の生活や経済に大きなダ
メージを与えています。ワクチンが広く普及し、
インフルエンザと同等の疾病となる時期は必
ず来ると思いますが、インターネット環境が
あれば、どこでも仕事ができる時代が始まり
ました。
　我が町は過去、農業振興の中で町づくりを
進める道を選び、圃場整備や国・県の農業補
助金を活用してきたため、土地利用、特に農
地の転用が厳しく制限されています。しかし、
そのことにより、田園が守られており、それ
は強みでもあります。この田園環境は必ず、
見直される時代が来ると信じています。
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